
話し相手になるロボットおすすめ判断基準 

「話し相手になるロボットおすすめ 8選！高齢者向け・犬・猫などタイプ別に紹介」で紹介

しているアプリは、以下の基準で選んでいます。 

 

⚫ 利用目的に合っているか 

⚫ 会話やリアクションを楽しめるか 

⚫ 見守り・知育など必要な機能があるか 

⚫ サイズや重さが生活環境に合っているか 

⚫ 本体価格や維持費がわかりやすいか 

 

それぞれの基準について、詳しく解説します。 

利用目的に合っているか 

自分や家族の悩みに合ったロボットを選びやすいか判断するため、利用目的との相性を選

定基準としました。 

 

話し相手になるロボットには、寂しさを癒やすペット型ロボット、高齢者の見守りに役立つ

ロボット、子どもの知育をサポートするロボットなど、さまざまな種類があります。 

 

目的に合わないロボットを選ぶと、「会話を楽しみたかったのに見守り機能が中心だった」

「高齢の家族に使ってほしかったのに操作が難しかった」など、購入後に使いにくさを感じ

る可能性があります。 

 

例えば、一人暮らしの寂しさを癒やしたい人には会話やふれあいを楽しめるタイプ、高齢の

家族を見守りたい人には通知・通話・センサー機能があるタイプ、子どもに使わせたい人に

は知育や学習機能があるタイプが向いています。 

 

そのため、癒やし、見守り、介護、子どもの知育など、目的に合わせて選びやすいロボット

を評価しました。 

会話やリアクションを楽しめるか 

話し相手として使いやすいか判断するため、会話やリアクションを楽しめることも選定基

準としました。 

https://machetalk.jp/media/conversational-companion-robot/


 

話し相手になるロボットを選ぶうえでは、どの程度自然に反応してくれるか、話しかけたと

きに返答や動きがあるかが重要です。 

 

音声に反応するだけのロボットもあれば、AI を搭載して会話内容を学習したり、表情や動

きで感情を表現したりするロボットもあります。 

 

例えば、話しかけると返事をしてくれる、なでると反応する、表情や動きが変わるといった

機能があれば、ただ置いておくだけでなく、日常的なコミュニケーションを楽しみやすくな

ります。 

 

そのため、音声認識、AI 会話、表情・動作の変化、ふれあいへの反応などを確認し、話し相

手として使いやすいロボットを選出しました。 

見守り・知育など必要な機能があるか 

日常生活で役立てやすいか判断するため、目的に応じた機能が備わっていることも選定基

準としました。 

 

話し相手ロボットは、会話だけでなく、見守り、通話、通知、写真撮影、学習サポート、ス

ケジュール管理など、製品によって使える機能が異なります。 

 

機能が多ければよいわけではありませんが、使う人の生活や目的に合った機能がないと、十

分に活用できない可能性があります。 

 

例えば、高齢の家族に使うなら見守りや通話機能、子どもに使うなら英語学習やプログラミ

ング機能、癒やし目的ならふれあいや感情表現の機能があると便利です。 

 

そのため、見守り、知育、会話、通知、遠隔操作など、利用シーンに合った機能があるロボ

ットを評価しました。 

サイズや重さが生活環境に合っているか 

無理なく使い続けられるか判断するため、サイズや重さも選定基準としました。 

 

話し相手ロボットは、卓上に置ける小型タイプから、抱っこできるペット型、室内を移動す

るタイプまで、サイズや重さに大きな差があります。 



 

設置場所や使う人に合わないサイズを選ぶと、置き場所に困ったり、持ち運びにくかったり

して、使う機会が減ってしまう可能性があります。 

 

例えば、高齢者や子どもが使う場合は、軽くて扱いやすいロボットのほうが負担になりにく

いです。一方で、ペットのような存在感やぬくもりを求める場合は、抱っこしやすいサイズ

や重さも選ぶポイントになります。 

 

そのため、置き場所、持ち運びやすさ、使う人の年齢や生活環境に合っているかを踏まえて、

扱いやすいロボットを選出しました。 

本体価格や維持費がわかりやすいか 

購入後に後悔しにくいか判断するため、本体価格や維持費のわかりやすさも選定基準とし

ました。 

 

話し相手になるロボットは、本体価格が数千円のものから数十万円を超えるものまで幅広

くあります。 

 

また、本体を購入するだけでなく、月額サービス料、クラウド利用料、修理サポート、アプ

リ課金、バッテリー交換費用などが必要になる場合もあります。 

 

価格を十分に確認しないまま購入すると、導入後に想定以上の費用がかかる可能性があり

ます。 

 

例えば、本体価格に加えて月額プランの有無やサポート内容が明記されているロボットで

あれば、長く使う場合の費用感を把握しやすくなります。 

 

そのため、本体価格、月額料金、追加費用、サポート内容などを確認し、予算に合わせて選

びやすいロボットを評価しました。 


